
 

 

 

 

 
 

 

組合 職場で経験や知識を蓄積して、指導力・判断力

などを兼ね備えた人材育成が必要である。 

会社 しっかり指導の出来る人は必要である。必要な教育が出来

る体制は整える。 

多様な経験を積むジェネラリストを育成するためにも

スペシャリストを職場で育成するべきだ。 

ジェネラリストの育成も、スペシャリストの育成も必要である。 

 
 

 

 
 

組合 働き方が変わる中で、リスクを抱えながら業務

にあたっているからこそ、教育や訓練が重要になる。

運転士と車掌の訓練時間はそれぞれ確保すべきだ。 

会社 必要な訓練･教育を行うのは肝である。省令で定められ

ている運転士訓練は 24 時間行うが、車掌については運転士

と重なる内容もあるので、職場に応じて効果的に実施する。 

訓練時間の短縮を目的にするのではなく、この間実施

してきた訓練内容をしっかり行うべきだ。 

短縮が目的ではない。この間の訓練内容は行っていく。業務

に必要なことを教育・訓練することが重要である。 

 

 
 

 

 

組合 新人教育・養成にあたっては、期間を確保して、

教育するべきだ！見習い期間中に他の系統の見習い

は行うべきではない。 

会社 新人養成では段階を踏んで養成を行っていくことが現実

的だ。その見習いの業務に専念することが重要だ。 

 
 

 
 

組合 本人の不安解消に向けた教育は必要である。一

定程度業務から離れれば忘れることはある。必要な再

教育は行うべきだ。 

会社 一人ひとりの習熟度に合わせて、必要な教育・訓練を行っ

ていく。 

 

 

 

組合 乗務と駅業務によって異常時などに影響がな

い作業ダイヤとすることや、対応できる要員配置とす

ることが重要だ。 

会社 業務を融合してフレキシブルな職場をつくることで

異常時対応能力は向上すると考えられる。 
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